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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　インスリン依存型糖尿病（IDDM）における腎症早期

の微量アルブミン排泄の意義についてはすでに明らか

にされている．しかし，インスリン非依存型糖尿病

（NIDDM）におけるそれはまだ明らかにされていな

い．NIDDMおよびIDDMの病型により尿中への排泄

アルブミンの性質に違いがあるか否かを明らかにする

ため，Cibacron　blue色素のアルブミン親和性を用い

て検討した．

　対象および方法

　対象はNIDDM　31名，　IDDM　24名で，5名の健常者

を対照とした．尿中アルブミン濃度によって，正常ア

ルブミン尿（34μg／ml以下），微量アルブミン尿

（35～150μg／m1），顕性アルブミン尿（151μg／ml以上）

に分類した．NIDDM　10例およびIDDM　8例が正常ア

ルブミン尿，NIDDM　11例およびIDDM　9例が微量ア

ルブミン尿，NIDDM　10例およびIDDM　7例演顕性ア

ルブミン尿であった．早朝第一尿を用い，Cibacron

blueカラム高速液体アフィニティークロマトグラ

フィー法（HPLAC法）にてアルブミンの遊離脂肪酸

結合多寡を分析した．

　結果

　1）対象尿はヒトアルブミンfraction　Vと同じ位置

に二つのピーク（A，B）を認めた．

　2）ピークA，Bは電気泳動法にて主にアルブミン

であったが，EHSA法で測定した各ピークのアルブミ

ン量の比（A／B）は脱脂肪酸処理によって約1／3に低下

した．よって，ピークAはBに比べ遊離脂肪酸結合量

の多いアルブミンのピークであることがわかった．

　3）A／B比は健常対照群で1．20±0．06，NIDDM，

IDDMの正常アルブミン鴫野では，それぞれ1．18±

0．40，1．26±0．52，微量アルブミン四目でNIDDM，

IDDMは0．72±0．33，0．78±0．44，顕性アルブミン尿

量でそれぞれ0．52±0．12，0．44±0．19であった．

NIDDM，　IDDMとも糖尿病性腎症が進展するに従い

遊離脂肪酸の付着していないアルブミンが増加するこ

とを観察した．NIDDM，　IDDM間で差はみられなかっ

た．

　考察

　遊離脂肪酸結合量の多寡によりアルブミンの荷電が

変化することは知られている．NIDDMもIDDMも同

様に，腎症の進行とともにピークAが減少しピークB

が増大してA／B比が血清アルブミンとほぼ同じ0．52

に近付いていることは，腎のcharge　selectivityとと

もに，size　selectivityが破綻した状態に至ったものと

考えられた．

　結論

　IDDM早期腎症とNIDDM早期腎症にみられる尿
中微量のアルブミンの性質は，遊離脂肪酸付着状態の

検討から，同一のものであることを認めた．
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論　文　審　査　の　要　旨

　インスリン依存型糖尿病αDDM）における腎症早期の微量アルブミン排泄の意義については，すでに明ら

かにされているが，インスリン非依存型糖尿病（NIDDM）におけるそれはまだ明らかにされていない．

　本論文は，ヒトアルブミンに親和性の高い色素であるCibacron　blueを用いたアフィニティークロマトグラ

フィー法を改良したHPLACを考案し，尿中アルブミンを分析，糖尿病性腎症が進展するに従い遊離脂肪酸の

付着していないアルブミンが増加することを認めた．さらにNIDDMとIDDMの病型により，尿中への排泄ア

ルブミンの性質に違いのないことを実証した．糖尿病性腎症に関する臨床のみならず研究の面にも価値ある論

文である．
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